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いる。本堂は室町末期ころに柱内装置などが整備さ

れ、小規模ながら中世の密教系の仏堂としての特徴

が色濃く、堂内の墨書から室町期に修験の修法が行

われたことがわかる。その後江戸後期まで中世の密

教系仏堂として特色ある姿を維持していた（図 9の

2）。

　求聞持堂は、桁行 9.6m、梁間 5.1m、本瓦葺きで

東半を宝形造とし、西半取合部は屋根を両下げとし、

本堂に接続していた。仏壇を構えた「能満堂」とそ

の東室を中心に正面一間通りを外陣、両方取合部を

介して本堂に接続している。正面が本堂と接続する

　本堂は寄棟造、本瓦葺の三間堂で、内部の墨書か

ら室町時代の建立であることがわかる。主要材の保

存も良く、中世の標準的な三間堂として価値が高い。

本堂は、桁行三間、梁間三間、寄棟造、本瓦葺の建

物で、正面側一間を外陣、その奥を内陣とし、正面

三方に切目縁を廻らしている。内部は内外陣を結界

で仕切り、背面壁に接して中央に禅宗様須弥檀を構

えている。本尊は「千手観音」である。堂内に修験

者が記した墨書が多数残り、建築年代は、様式から

みて 15 世紀後期頃とみられる。中世の標準的な三

間堂で、細部の造りも時代の特色を良くあらわして

図 8 の 1　福勝寺遠景（『紀伊名所図会』より）

図 8 の 2　福勝寺平面図（『重要文化財福勝寺本堂・求聞持堂修理工事報告書』より）
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図 9 の 1　福勝寺

図 9 の 2　本堂

図 9 の 3　求聞持堂（『重要文化財福勝寺本堂・求聞持堂修理工事報告書』より）
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図 10 の 1（『紀伊名所図会』より）

図 10 の 2　裏見滝 図 10 の 3　不動明王像

が、もとは宝形造屋根であった。求聞持堂は、藩主

の祈祷所となったところであり、また江戸時代初期

の密教修法施設として貴重である。このお堂は、寛

文 2（1662）年、天保 7（1836）年、そして明治以

降に修理が行われた。大正修理以前まで、祈祷所

としての特色を保持していた（図 9の 3）。鐘楼は、

桁行一間、梁間一間、切妻造・本瓦葺の建物で、求

聞持堂と同時代のものである。

　裏見瀧

　境内には福勝寺創建以前から山岳密教修験者の行

場であった「裏見の滝」がある。

熊野詣が盛んなころは聖護院や三宝院門跡が必ず立

ち寄ったと言われる。この滝は、本堂の西隣にある

岩窟から落下しており、高さ 20m、幅 30mである。
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図 11 の 3　名号堂（和歌山県文化遺産課提供）

図 11 の 1　真言宗岩屋山図
（『重要文化財福勝寺本堂・求聞持堂

修理工事報告書』より）

図 11 の 2　蓮如上人御旧跡碑

岩窟より滝の裏側が見えることから、徳川頼宣が「裏

見の滝」と名付けたと伝わる（図 10 の 1・2）。岩

窟には弘法大師が刻んだと言う石造不動尊が祀られ

ている（図10の 3）。この滝について『紀伊名所図会』

三巻は、「福勝寺の境内にあり。此所大巌峨々とし

て屹立（きっりふ）し、其下嘘然（きよぜん）とし

て窟をなす。深さ四間許、巌上より飛流縣瀉（ひり

うけんしゃ）して簷溜（えんりう）の如し。窟中よ

り瀧の背面を望むを以て、元和の頃、裏見の瀧と名

け給ふとぞ。傍に老杉古楓叢然として、幽趣かぎり
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なし。」と記している。

　名号堂

　福勝寺に境内に浄土真宗に帰依する信者によって

蓮如上人ゆかりの名号堂が建立された。このお堂正

面の土手の上に「蓮如上人御旧跡」碑が建立されて

おり（図 11 の 2）、当寺所蔵の蓮如上人直筆の「南

無阿弥陀仏」の名号が御軸として保管されている。

福勝寺の名号堂は、『紀伊名所図会』三巻の挿図「橋

本土橋邊」の左上に描かれており、「當寺本尊の告

示より蓮如上人賀茂谷に門徒を弘めしを以て近ごろ

境内に上人堂を建つ」と注書きされており、江戸時

代後期には上人堂（名号堂）が存在していたことが

分かる。以上見てきたように、紀伊路の藤白峠の道

は、熊野参詣道でもあり、また西国三十三所巡礼の

道でもあり、熊野権現・浄土宗・観音信仰・真言宗・

修験など多様な信仰が行き交った道でもあった。
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7）和歌山県文化財センター　2頁『重要文化財 福勝寺本堂・

求聞持堂　修理工事報告書』、2008 年

第９節　紀伊路の民間地蔵信仰
　

　紀伊路には、路傍の石造物が多く散在している。

その中で注目されるものに地蔵石仏がある。今回、

平成 23 年に熊野参詣道の王子社の学術的価値を明

確にする関連調査の一環として、下記の地蔵石仏を

調査し、新たにその造立意義を探った（図 1）。

１．地蔵峰寺の地蔵石仏　（下津町）

　中世には、熊野路の最初の難所にあたる藤白坂を

登りきった場所（下津町橘本）にある（図 2）地蔵

峰寺に「峠の地蔵」の名で知られる総高さ 3.173m、

像高 1.475m、台座高 0.921m もある巨大な砂岩製の

地蔵菩薩坐像が東向きに鎮座している（図 3の 2）。

現在は藤白山延命院地蔵峰寺と称し天台宗に属し和

歌浦雲蓋院末になっている。地蔵石仏の最下に蓮弁

を刻まぬ円形繰型座をおき、その上に複弁の反花座

と複弁の大きい蓮座を一石で作り、この蓮座上に舟

型光背を負う丸彫りに近い厚肉彫りの地蔵菩薩坐像

を安置している。剃髪した声聞・比丘形（僧侶の姿）

で額の中央に白毫があり、法衣を身にまとい、装身

具は身に着けていない。左手に如意宝珠を持ち、右

手に錫杖（しゃくじょう）を執って安坐し、坐像と

光背を砂岩の一材で彫刻している。光背は船形で、

仏像の背後には頭光と身光の二重円光を陽刻し、頭

光内に単弁蓮華文を彫る。光背外縁部上方には如来

形座像、左右に合掌印の地蔵菩薩立像を各 1体ずつ

彫出している。この小型三仏の中心の如来形坐像に

ついては、密教系の如来像とも考えられるが、地蔵

菩薩二体との組合せからすれば、定印の阿弥陀如来

の可能性が高く、前面の地蔵菩薩の背後に阿弥陀如

来がいることを顕しているものと推測される。

　この石仏の光背裏面には、薬研彫りで「勸進聖揚

柳山沙門心静　元享三年癸亥十月廿四日　大工薩摩

権守行経」と三行の陰刻銘がある。本尊は、元享年

間に藤白峠より東北 8kmほどのところにあった揚

柳山宝光寺を中興した新義真言宗の僧侶心静の要請

で、元亨 3年（1323）に大和の伊派の石大工薩摩権
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守行経（伊行恒 いのゆきつね1）がこの地に来て造

顕したものである。この伊派の祖は伊行末（いのゆ

きすえ）である。奈良市般若寺の笠塔婆二基の刻銘

によると、伊行末は中国明州の人で、鋳物師陳和卿

に従って東大寺大仏殿再興にあたり、その石工に従

事しており、正元 2 年（1260）7 月 11 日に逝去し

たため、嫡男伊行吉が亡父の一周忌にあたり、一基

は父の菩提供養のため、別の一基は現存生母の修善

のため造立している。この伊派石工の子孫にあたる

井野行恒（行経）は、地域的に広範囲に活躍した石

工であった（表 1）。この本尊が安置された鎌倉末

期の元享 3年には、まだ建物が建っていなかったこ

とが昭和 53 年の発掘調査により明らかにされてい

る。本堂の建立についは明確な資料が無いが正面側

柱に「永正十」（1513）の刻書があることより、こ

の頃すでに存在していたもので様式上より室町中期

頃の建立と考えられている。建物は、桁行・梁間と

も 3間で屋根は寄棟造り、本瓦葺きである。禅宗様

の影響が濃厚な建物である （図 3の 1）。　

　地蔵峰寺の地蔵石仏は、熊野路の入口部分に当た

る藤白峠の頂部に鎮座する巨大な石造地蔵であり、

その製作に当たっては、当時の高度の技術をもつ伊

派の石大工により製作されたものである。地蔵菩薩

の使命は、無仏時代の衆生の救済であり、現実界と

冥界との境界に立ち、現世利益を説いてはいるが、

さらに過去に死去した人の罪障を救済し、解脱へと

導く菩薩として信仰された。この峠の地蔵は、熊野

の聖域に入る境界を護る石仏でもあり、紀伊半島南

図 1　紀伊路の地蔵石仏
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端の果無山の奥の熊野本宮大社の熊野権現 （阿弥陀

如来） に対峙しており、熊野参詣道を介して阿弥陀・

地蔵の絶大なる救済が、そこに示されたのである。

この紀伊路は、もともと庶民の生活路であったが、

熊野参詣道・西国三十三所巡礼の道でもあり、多様

な信仰が行き交った祈りの道でもあった。中世以後、

庶民の間でも、熊野詣はさかんになり、多くの人々

が、この藤白峠に登り、この地蔵石仏を拝んで結縁

し、これからの旅路の安全を祈り、熊野三山への道

を歩んだのである。

２．爪書地蔵石仏　（有田市）

　熊野路の蕪坂塔下王子社（有田市）から南へ 30

分、途中急に右に折れて下ったところに弘法大師ゆ

かりの爪書地蔵石仏がある。阿弥陀如来像と地蔵菩

薩像を陰刻した石仏である（図4の 3）。この石仏は、

弘法大師が幅 4.0m 余りの自然の巨岩に爪で阿弥陀

如来像と地蔵菩薩像を書いたと伝えられている。地

蔵菩薩像は立像で、向かって左側に配し、やや右斜

め向きで、背丈が高く、頭光があり、右手に錫杖を

執り、左手の平を上に向け宝珠を捧げている。左足

は底を下にし、右足は底を上向きにしており、歩い

ている姿を現している。また阿弥陀如来像は立像で、

向かって右側に配し、頭光があり、印相は、来迎印

で大指頭指を捻じ、右手を上に、左手を下に伸ばし

ている。やや前傾姿勢で、蓮座上に立っている。地

蔵菩薩像の方が阿弥陀如来像よりも大きく現され、

地蔵菩薩へ託した救済がいかに大きかったのかが分

かる。この二尊は立ちあがって積極的に人々の救済

に当たっている姿である（図 5）。平安時代末期に

成立したと見られる説話集、『今昔物語集』の地蔵

説話の多くが、阿弥陀信仰と結びついており、また

鎌倉時代の無住一円が編纂した仏教説話集『沙石集』

（弘安 6年、1283 成立）巻第 2の「地蔵の甘看病給

事」には「弥陀ト地蔵ト一体の習」と記されている。

阿弥陀と地蔵の結びつきについては、所説があるが、

地蔵は地獄に堕ちた人びとのために、自ら代わっ

てその苦しみを受け、阿弥陀の浄土に往生させると

いった利益が説かれ、地蔵を信仰することが、阿弥

陀の極楽往生に結びつく一線がひかれていた。この

双石仏とでもいうべき爪形地蔵石仏の製作年代は不

明であるが、清水俊明氏は、三重県名張市蓮福寺の

双石仏に延元 4年（1339）銘があることにより、南

北朝時代から、阿弥陀と地蔵を一石に彫った双石仏

が造立されるようになると指摘している2。この蓮

福寺石仏が両尊ともに同じ大きさの立像で反肉彫り

であり、静的であるのに対して、爪書地蔵石仏は庶

民の願望を現し、積極的に歩み寄り救済しており、

動的である。爪書地蔵石仏を線書きしている岩は大

きいために、この巨岩の後ろ側は覆屋からはみ出す

形に建てられていている（図 4の 2）。このお堂に

は岩室城主、畠山政能の堂宇修理寄進の文書が伝

わっており、永禄 6（1563）年 以前に存在していた

ことを示していることより、爪書地蔵石仏の製作年

代は、室町時代後期前半まで遡る可能性が高いと思

われる。爪書地蔵は地域に根差した石仏であった。

　『熊野独参記』（児玉荘左衛門　元禄 2年頃、1689

頃成立）の「加茂谷」に「大岩ニ地蔵ヲ彫刻セリ、

往昔弘法大師爪ヲ以テ彫刻給フト云傳タリ　岩ノ四

面ヨリ蔦葛生ストイヘトモ　佛顔ニカゝリヌレハ則

枯ト云リ」と記されており、またこの堂は古く遍照

金剛寺と称し、境内周囲八十間　方二間の堂のみ存

すると『紀伊続風土記』に見られることから、爪書

地蔵は真言宗寺院の境内にあり、廃寺になった後は、

野の仏であったことを示している。

３．仏井戸の石仏　（御坊市）

図 2　地蔵峰寺周辺の地形

伊行末 伊行吉

猪末行

井氏末吉

井行元

伊行氏

末次

井野行恒 井行長
（行経）

イノユキスエ イノユキヨシ

イノスエユキ

イノウジスエヨシ

イノユキモト

イノユキウジ

スエツギ

イ   ノ ユキツネ イノユキナガ

表 1　伊派石工の系譜
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図 3 の 1　地蔵峰寺本堂

図 3 の 2　地蔵石仏（『和歌山県の文化財』より）
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　御坊市名田町上野区の上野王子旧跡に「仏井戸」

がある。この「仏井戸」については、『紀伊名所図会』

二巻の上野荘の「佛井戸」の項に「同村古道にあり。

上野王子の舊地にして、井の底に佛三體あり。是古

の王子の本地佛にて、回禄に罹りし時、没したるも

のなるべし。近代此佛に立願するもの多くありて、

願満つるもの、小さき鐵の鳥居を建つるよしにて、

數基あり3。」と記されている。今回の調査4により、

「仏井戸」内の石仏は、上野王子の本地仏ではなく、

また王子社が焼けた際に井戸の底に没したものでは

なく、この「仏井戸」は、地下の水中に石仏を安置

するために造られた石組遺構であり、この石仏は阿

弥陀・観音・地蔵の三尊であることが明らかになっ

た。以下にその概略と歴史的意義について述べる。

　この「仏井戸」は、井戸のようにも見えるが、詳

細に観察した結果、地下に設置された方形石組遺構

であることが判明した（図 7）。その構造をみると、

西面・北面・東面を方形の砂石で垂直に積み上げて

いるのに対して南面を傾斜する階段状に長方形の砂

岩を 7段に積み上げている。階段部分は、幅 71cm

図 4 の 3　爪書地蔵（有田市教育委員会提供）

図 4 の 1　爪書地蔵堂正面 図 4 の 2　同背面
（和歌山県フォトライブラリー）
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図 5 の 1　爪書地蔵模写（菅原）

図 5 の 2　地蔵菩薩像 図 5 の 3　阿弥陀如来像
（有田市教育委員会提供）
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であり、一段の高さは約 10cm から 14cn で、幅は

約 12cm である。この階段を下りた正面の底には、

北面石積みより 16cmほど前に迫り出して、砂岩の

石仏を据え、その上・下には横長の石を置いている

ことから、「仏井戸」は、地下の石仏を中心にして

石組が構築されたものであることが明らかになっ

た。石積みの下半部 68cmは、自然石を用いている

が、それより上 155cm は方形に割った砂岩を用い

ている。石組遺構の規模は、上部が幅 95cm・奥行

223cm、底部が幅 80cm・奥行 90cm であり、深さ

が 223cmである。この「仏井戸」石組の上部には、

高さ 80cmのセメントの囲いがあるが、これは近年

の道路のかさ上げにより造られたものである （図 7

の 1）。

　石仏は、幅 61cm、高さ 46cm の蓮の花を縦に半

裁した形の平らな一石で、上端を平坦に下端の両隅

を円形に加工している。正面の平坦面の両脇に放射

線状に線刻した蓮の花弁（図 8の 1）を、中央に浮

図 6 の 1　仏井戸（『紀伊名所図会』より）

図 6 の 2　仏井戸
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図 7 の 1　仏井戸南北断面図（『御坊市記』資料集 1 より）

図 7 の 2　水中に没した石仏 図 7 の 3　排水により現れた石仏
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図 8 の 1　三尊石仏（1）（御坊市教育委員会提供）

図 8 の 2　三尊石仏（2）

図 8 の 3　左から、地蔵菩薩立像、阿弥陀如来坐像、観音菩薩立像
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き彫りにした三仏を配置している。三仏の輪郭に

は、細かな鑿跡を残している （図 8 の 3）。この三

仏は、全体に欠損部分が多く、尊名が今一つはっき

りしない。しかし、手印や腕の向きからみて以下の

ように推定した。中尊は蓮座上に坐しており、像高

25cm、頭光があり、定印を結んでいるので阿弥陀

如来であり、両脇の二仏は阿弥陀如来の脇侍とみら

れる。向かって左側の右脇侍は蓮座上に立っており、

像高 26cmで、左肩上方に円形の盛りあがり部分は、

錫杖の杖頭と考えられ、右手で錫杖を執っていると

思われる。左腕は内側に折り曲げており、その先が

欠損しているが、左手に宝珠を持っていたと推測さ

れるので、地蔵菩薩と考えられる。向かって右側の

左脇侍は蓮座上に立っており、像高 27cmで、両腕

を内側に折り曲げており、その先が欠損しているが

何かを持っている或いは合掌しているものと推測さ

れるので、阿弥陀如来の左脇侍であることからみれ

ば、観音菩薩であるといえよう。この石仏の中で、

中尊の阿弥陀如来は定印を結び瞑想しているのに対

して、脇侍の地蔵菩薩・観音菩薩は人々の救済に速

対応できる姿であり、「仏井戸」石仏の核心は、阿

弥陀如来の本願にあったものと思われる。この「仏

井戸」の三仏は、いわゆる「阿弥陀三尊」の組合せ

とは異なる。「阿弥陀三尊」は、『無量寿経』や『観

無量寿経』に基づいた配置であり、中尊の阿弥陀如

来に向って右側が宝冠の上に阿弥陀の化仏を表す観

音菩薩で、向って左側が水瓶を持つ勢至菩薩の三尊

形式である。来迎阿弥陀三尊の場合は、中尊は来迎

印を結び、左脇侍の観音菩薩は蓮台を持ち、右脇侍

の勢至菩は合掌しているのである。建仁元年（1201）

4 月 19 日に、藤原宗貞他が京都東山にある雲居寺

の東側に建てた御堂の阿弥陀・観音・地蔵の三尊の

組み合わせの仏像の開眼供養を法然上人に依頼した

が、断わられたという話が「法然上人絵伝」第十三
5に記されており、法然や親鸞の浄土教の教えとは

相いれないが、民間では広く行われていた阿弥陀・

地蔵信仰の一つと考えられる。民間地蔵説話の場合

は、地蔵が現実界と冥界との境に立ち、宿世の業縁

によって地獄に堕ちた人びとを救い、苦を和らげる

という信仰であり、死後に地獄におちることを前提

としていた6。平安時代末期に成立したと見られる

説話集、『今昔物語集』巻 17 の地蔵説話は、30 編

にわたっているが、冥界に堕ちた人間の罪障の救済

者、代受苦者としての地蔵が語られており、地獄か

ら衆生を実際に救うのは地蔵に限られていた。生前

の善根や修善に係わらず死ねば冥府へ行くという、

罪の深みにある「地獄必定」の思想は、地蔵代受苦

説話において、最も典型的にみられるのである。

　この「仏井戸」は、石仏を祀る地下遺構と考えられ、

三尊石仏は常に地下水中に没している。このような

地下石組遺構の水中に石仏を安置している例は他に

はない。特に阿弥陀如来が地蔵・観音菩薩と共に冥

界入りして、地獄に堕ちた人々の救済に当たるとい

う思想は、阿弥陀如来の究極の本願を表していると

いえるのである。『紀伊名所図会』2巻によると「仏

井戸」の仏に立願するものが多く、願満成就した人

は小さな鉄製の鳥居を立てたという。この鳥居は「仏

井戸」の地下の石仏への入口としての奉納したもの

であろう（図 6の 1）。「仏井戸」は地下の黄泉の世

界に繋がる異界への入り口として構築されたものと

思われる。昭和 44 年に石造美術研究者川勝政太郎

氏は、この「仏井戸」の石仏について「全国に類を

見ない坎中仏」と鑑定している7。

　平安時代末期における末法観の流行のなかで、法

華経の信仰と弥陀信仰が結びつけられ、更にその上

に地蔵菩薩との関係も成立したものと考えられる。

この三尊の組合せは、木彫の像では兵庫県三田市蓮

花寺に鎌倉時代中期、文永 8年（1271）の木造阿弥

陀如来、脇侍観音菩薩・地蔵菩薩の三尊像がある。

また、石造りの像では奈良市興善寺境内に南北朝時

代の阿弥陀如来、脇侍観音菩薩・地蔵菩薩の三尊立

像の石仏がある。以上見てきた「仏井戸」の石仏は、

地下石積遺構の水中にあって、地獄に堕ちた人々を

地蔵菩薩が救いあげ、さらに阿弥陀如来・観音菩薩

が、西方浄土に届ける三尊であったといえよう。

　「仏井戸」の石仏の製作年代については、三仏が

一石に彫刻されており、平安末から鎌倉時代にかけ

ての民間信仰における阿弥陀・観音・地蔵信仰の複

合的思想を受け継いでいること、三尊の中で阿弥陀

如来が坐像であり、両脇侍が立像であること、南北
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図 9 の 2　四ッ石地蔵図（『紀伊名所図会』より） 図 9 の 3　四ッ石地蔵菩薩坐像

図 9 の 1　四ッ石地蔵堂



第 4章　参詣道と関連する文化財　115

朝時代に造像された三尊石仏（総高 110cm）が奈良

市興善寺境内にあり、三尊とも立像であり、中尊の

像高が高いこと（像高 96.5cm）、かつ舟形光背を持

つ半肉彫りの小型石造地蔵菩薩立像が単体で製作さ

れ普及するのは、室町時代後半であることから総合

して考えると、「仏井戸」の石仏は室町時代中期に

造像された可能性が高い。

４．四ツ石地蔵　（海南市）

　和歌山市南部の奈久智王子跡を過ぎて、海南市入

る紀伊路に沿う海南市多
おお

田
た

にある地蔵石仏は、四ツ

石地蔵とよばれており、『紀伊名所図会』2巻「廃

千光寺四ツ石」として童が周りで遊んでいる様子が

描かれており（図 9の 2）、かつて多田にあった三

上院千光寺の礎石を集めて地蔵尊を祀ったものだと

いう。千光寺は平安末から中世には存在していたよ

うであるが、天文 2年（1533）以降に廃絶している8。

地蔵の周りにある大きな緑泥片岩の「四つ石」は一

辺が 1m以上もある平らな緑泥片岩であり、この石

の間の寸法は正面が420cm、奥行きが130cmであり、

礎石ではなく、この地蔵の周りに置かれたものと考

えられる。石地蔵の基壇の下にも覆屋と同じくらい

大きな緑泥片岩の平らな石がある。

　地蔵石仏は、単弁の蓮座（高さ 23cm、奥行き

40cm）に坐す花崗岩製の丸彫りの坐像で、背面ま

で丁寧に彫刻している。右手に錫杖を執り、左手に

宝珠を持つ姿である。像高は、93cm である。この

地蔵像は、花崗岩製の方形二重基壇の上に坐してい

る。下層基壇は 3石を横に並べており、高さ 30cm、

奥行き 70cm（手前より 19cm・36cm・15cm）、上

層基壇は高さ 29cm、奥行き 61cm であり、下層基

壇より 8cm奥に上層基壇を据えている。下層基壇

の前方上面左右に花立ての直径 4cm、深さ 5cmの

小穴がある。上層基壇の側面は角を面取りしている。

上層基壇正面に「存哲」と薬研彫りされた銘がある。

また、上層基壇、向かって左側面に「妙香・妙春・

浄念・幡譽直路」、背面に「□与□□使覺・為・□・

来世人暦代□□・及譽」、向かって右側面に「香譽

受蓮・蓮入・専　妙稱・一切諸霊」、また地蔵像の

背面右肩部に「享保十二丁末暦閏正月廿四日」など

の銘がある9。但し上層基壇の背面にはさらに小さ

な字で記された文字が多数あるが基壇の背面に近接

して御堂の背面の板があるために解読出来ない（図

10）。

　以上見てきた四ツ石地蔵は、紀伊路に沿う村の境

界にある野の石仏であり、願主の「存哲」の勧進に

より、妙香・妙春・浄念・直路等多くの人々の多数

作善により、一切諸霊を供養し、村共同体に災厄諸

図 10 の 1　上層基壇正面「存哲」

図 10 の 2　上層基壇向かって左側

図 10 の 3　（左）地蔵像背面左側「享保十二丁」
（右）上層基壇向かって左側「一切諸霊」
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病が入らないようにするために造立されたものと推

測される。

５．紀伊路の民間地蔵信仰

　地蔵経典に説かれた地蔵菩薩は、釈尊が亡くなっ

た後の五十六億七千万年後に、弥勒仏がこの世の救

世主として現れるまで、無仏時代にこの世に現れて、

六道輪廻に苦しむ衆生を救済することを釈尊から委

嘱された菩薩であり、現世と来世双方の利益をもた

らす仏として信仰されてきた。地蔵は特に地獄に堕

ちた人々の救済にもあずかったのである。このこと

について、佐和隆研氏は「地蔵は深刻なる現世の苦

しみ、それは死後の世界にも通じる苦しみから免れ

るための現世利益の信仰となっていることを感じる

のである。その深刻な苦しみは末法の時期が迫るに

したがって、その恐怖は現実的なものとなってくる。

その深く、恐ろしい苦しみに対しての救いの主とし

ての地蔵は、末法に恐れ怖く社会の大衆に歓迎され

たのである。」と指摘している 10）。地蔵石仏の多く

は、寺の境内・墓地の内・路傍・峠などに立てられ

ており、寺院内の堂仏の地蔵像よりも本質的に庶民

の生活と深い関係を持っている。その容姿は、剃髪

して納衣をまとい、袈裟をつけ、左手に宝珠、右手

に錫杖を執り、いわゆる修行僧の姿をしている。日

本で地蔵信仰が盛んになるのは、浄土思想が庶民に

まで広がり、末法思想と結びついた平安時代末期で

ある。井上光貞氏は、「阿弥陀仏が眞実に救済とし

て純化されていないために、この空間を埋めるもの

として地蔵信仰が発達するとともに、また経典には

図 11 の 3　宝篋印塔実測図
(『下津町史』史料編上より）

図 11 の 1　宝篋印塔旧状

図 11 の 2　宝篋印塔現状
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説かれていない阿弥陀・地蔵の複合的信仰というご

とき特殊の信仰が、しかも広汎に拡がったとみるの

である。」11）と説明している。地蔵信仰は、観音と

いう現世利益と、阿弥陀という来世的救済の両方に

またがり、さらに冥界の王閻魔王と結びつき地蔵十

王信仰が盛んとなり、この生死を司るという信仰が

地蔵菩薩信仰に大きな影響を与えた。

　源信の「往生要集」は、一切衆生に地獄の恐ろし

さを示して阿弥陀如来の浄土への往生を願わせるこ

とであった。経済力のある上層階級の人々のみが作

善をなし得たが、その他の大勢の人々は浄土教の世

界の中に在っても、見捨てられた存在であった。殆

どの人々が地獄へ落ちなければならなかったのであ

る。あの世で地獄に堕ちる恐怖が地蔵石仏をより身

近なものとして造立したのである。『沙石集』に、

地蔵は六道の悪趣を住みかとし、罪深い人こそ友と

する故に、末代には最も縁深い菩薩であり、これに

帰すべきであると述べている。地蔵の救いは地獄抜

苦ばかりでなく、現世利益面においても、俗世で衆

生にまじわるが故に、極楽浄土に住む阿弥陀より勝

るといわれ、地蔵菩薩は現当二世の利益を兼ね備え

ている仏として、庶民信仰の対象となり、近世にお

びただしい数の地蔵石仏が造像された。先に見てき

たように、「峠の地蔵さん」と呼ばれている「地蔵

峰寺の地蔵石仏」は、熊野路の入口にあたる藤白峠

に坐しており、その巨大な像容は、熊野本宮大社の

熊野権現（阿弥陀如来）と対峙する強大なる庶民救

済のシンボルであったものと推定し、さらに「仏井

戸」の石仏の中で中尊の阿弥陀像は坐像であるが、

脇侍の観音・地蔵は立像となり、すぐに救済に向か

う姿となり、地下に降りて、冥界の入口で地獄に堕

ちた人々の救済に当たるための地下石組遺構である

ことを明らかにし、ここに阿弥陀と地蔵・観音の究

極の救済の姿を見た。また「爪書地蔵」は、地蔵菩

薩像が阿弥陀如来像よりも大きく描かれ、救済に急

いで向かう姿に線刻されており、地蔵菩薩に対して

庶民の代受苦の願望がより大きな救済に期待を寄せ

ていたことを示している。このように中世の末法の

世において、紀伊路に沿う村々の人たちの間に民間

地蔵信仰が深く浸透していたのである。その救済は

現世のみならず、祖先の救済にも重点が置かれてい

た。しかし中世後半以降には、浄土宗の教線拡大に

より、阿弥陀と一体としての地蔵信仰は、変容し、

地蔵独尊の現世利益の代受苦の仏として造立される

ようになった。享保 12 年（1727）に造立された「四

ツ石地蔵」は、「一切諸霊」を供養する民間の地蔵

信仰として紀伊路に沿う地域の人々により、村境の

石仏として造立され、信仰されてきたのである。

６．藤白峠の宝篋印塔　（下津町）

　最後に、これまで見てきた紀伊路の地蔵石造物に

関連して注目すべき石造物に藤白峠宝篋印塔があ

る。この宝篋印塔は、地蔵峰寺旧境内の東側 40m

の所に立っている（図 11）。宝篋印塔というのは、

内部に宝篋印陀羅尼（ほうきよういんだらに）と

言う息災安穏長寿のため呪文を書いて納めた塔で

あり、わが国には鎌倉時代中国より帰国した僧侶に

よって伝えられた。もとは密教系の石塔ではあった

が、鎌倉期以降は宗派を超えて造立され、鎌倉中期

以後は、本来の目的とは違って、公家や武士の滅罪

や延命などの利益から、墓塔あるいは供養塔として

五輪塔と共に多く造立された。

　宝篋印塔の形は、方形の石を、下から基壇・基礎・

塔身・笠・相輪と積み上げ、笠の四隅に隅飾突起が

あるものをいう。藤白峠の宝篋印塔は、総高さが、

3.788m であり、県下の那智山青岸渡寺の宝篋印塔

4.25m、国吉宝篋印塔の 4.22m に次ぐ 3番目の大き

さである。塔身の四面には輪郭を作り、内部一杯に

月輪を浅く沈めて金剛界四仏（東面に輪郭を作り月

輪内にウーン－阿閦、南面に輪郭を作り月輪内にタ

ラーク－宝生如来、東面に輪郭を作り月輪内にキ

リーク－阿弥陀、北面に輪郭を作り月輪内にアク－

不空成就）の種子を薬研彫りしている。笠の段形は、

下は二段、上六段、隅飾は二弧輪郭付で外側がやや

反り気味で、笠の隅飾は外線がゆるく弧状に外傾し

ている。相輪は一材で、下から伏鉢・覆輪つき単弁

請花・九輪・覆輪つき単弁請花・宝珠である。相輪

上下の請花は覆輪つき単弁で、弁間に雄蕊状の間弁

が入る。基礎は二枚の切石を重ね、上に二段の段形

を別石で造る。長辺は上石・下石共に 1.5mであり、

厚さは上石が 0.18m、下石が 0.33m である。石材は
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緑泥片岩と和泉砂岩を交互に積上げている。前面向

かって左側の和泉砂岩の隅飾は激しく傷んでいるの

に対して緑泥片岩の部材は、保存状態が良い。銘文

はなく、築造年代は不明だが、川勝政太郎氏は、地

蔵峰寺の地蔵石仏と同年代の鎌倉末期の 14 世紀前

半と推定し 12）、山川均氏は、中国から渡来した宋

人伊派石工の子孫が造立した可能性が高い宝篋印塔

としては最後のものである、と指摘している 13）。

　鎌倉時代後期に先に記した藤白峠の頂上近くに設

置された地蔵峰寺の地蔵石仏とこの宝篋印塔は、一

対の石造物として造立されたものと考えられ、この

石造物に熊野権現へまみえることのできない庶民に

とっても亡き人への菩提を弔うことに願いを託した

のであろう。地蔵と、宝篋印塔の関連は室町時代後

半にも引き継がれ、一石に地蔵菩薩像を中心として

左右に宝篋印塔と五輪塔を配した双塔地蔵石仏が出

現した（図 12）。

第 4章　第 9節：参考文献・引用文献

1）鎌倉時代に来日した中国宋の石工、 伊行末（いのすえ

ゆき）の一派の石工

2）清水俊明「2－芸術性の衰態」113 頁『石仏　庶民信仰

のこころ』1979 年

3）加納諸平編「佛井戸」169 頁、『紀伊名所図会』二巻、

1812 年

4）御坊市教育委員会の前田和彦さんのご協力を得ました。

5）大橋俊雄校注 117 頁『法然上人絵伝』上　第十三、

2002 年

6）速水侑「民間地蔵信仰の成立」104 頁、『地蔵信仰』

1995 年

7）小山豊　47 頁『御坊市史』史料集（一）、1973 年 *「坎」

とは穴であり、八卦の一つで水のかたちを表すことも

あるという。

8）「多田郷」313 頁『和歌山県の地名』1983 年

9）海南市教育委員会の矢倉嘉人さんの御教示を得ました。

10）佐和隆研「地蔵菩薩の展開」8頁『佛教藝術』地蔵菩

薩特集 97 号、1974 年

11）井上光貞「天台教団の変質と法然の宗教の成立」247

頁『日本浄土教成立史の研究』2001 年

12）川勝政太郎『日本石造物辞典』223 頁、1978 年

13）山川均「忍性没後の伊派石工」102 頁『石造物が語る

中世職能集団』2009 年

第 10 節　勝楽寺
　

　白鳳山勝楽寺は、潟湖（ラグーン）であって湊と

して機能した広川河口部の白潟と向かい合う青木台

地の上に広大な寺域を占めていた。現在の寺地はそ

の一部であり、境内からは中世の古瓦が表採により

得られ、また周辺には「御堂坂」「大門坂」「オデマ

チ（大手町か）」「神部堂」「踊堂」などの通称地名や、

「薬師」銘を有した瓦の出土地などが広がる。『紀伊

続風土記』によれば、谷之房、白骨堂、辻堂、塩入

寺、美濃堂、神部堂、大門坂、踊堂、張抜堂、陰陽堂、

幸の谷堂、墓辻堂、丸坊、池ノ坊、薬師院、峯ノ堂、

熅坊谷、無浄堂、和加佐堂、寺山、寺内といったか

つての勝楽寺に関わる地名があげられていて、一部

は現在にも継承されていることが分かる。

　史料上、湯浅氏の氏祖である湯浅宗重の氏寺と

して「湯浅入道堂」（『吉記』承安４年（1174）９

月 25 日条）、「湯浅白形堂」（『頼資卿熊野詣記』建

保４年（1216）３月 14 日条）などとみえ、ここで

は湯浅宗重孫にあたる鎌倉時代前期の高僧明恵上人

図 12　根来寺永禄双塔地蔵石仏（『紀伊國金石文集成』より）
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も、藤原長房の求めに応じて金師子章光顕鈔を撰集

している（『高山寺明恵上人行状』（漢文行状）巻中）。

この白方堂は、下阿田木神社所蔵五部大乗経のうち

華厳経巻 58 に宝治２年（1248）２月８日に「白方

寺之辺」で書写されたと記され、また大品般若経巻

38 には同年２月 18 日に「勝楽寺北房」で書写され

ていることがわかるので、これが勝楽寺であると想

定されている。

　かつて境内に立ち並んでいた堂塔伽藍のうち金堂

は、慶長３年（1598）、豊臣秀吉の命を受けた木食

応其によって解体、輸送の上、山科に運ばれ、醍醐

寺金堂として移築された。平安時代後期に建立され、

移築時の修理、改造も見られるが、正面七間・側面

五間、入母屋造の巨大建造物であり、国宝に指定さ

れている。醍醐寺金堂に安置される薬師三尊像（鎌

倉時代前期、重要文化財）や四天王立像のうち２体

（鎌倉時代前期）も湯浅より運ばれたものと見られ

る。

　現在の勝楽寺本堂には薬師如来坐像（平安時代後

期、重要文化財）、阿弥陀如来坐像（平安時代後期、

重要文化財）、釈迦如来坐像（鎌倉時代前期、重要

文化財）、四天王立像（平安時代後期、重要文化財）

ほか多くの仏像が所狭しと安置され、かつての巨大

な規模を彷彿とさせる。

　その他、広川町法蔵寺鐘楼（室町時代中期、重要

文化財）も勝楽寺伝来の建造物で、他にも広島市三

滝寺の多宝塔や醍醐寺の西大門も勝楽寺から移築さ

れたとする伝承が残る。

　このように勝楽寺は、湯浅一族が興起し、勢力を

進展させた平安時代後期から鎌倉時代前期を中心に

大規模に興隆した湯浅党の拠点寺院であった。

　熊野古道は、湯浅荘に入ると、海側を進む浜手道

と台地側を進む山手道に分岐する。浜手道は熊野参

詣が盛んになった院政期に湯浅氏の手によって開か

れたと推測される道で、この道は白潟のあたりで山

手道に合流して、御堂坂、あるいは大門坂から勝楽

寺の境内に入り、久米崎王子社へと抜けていくこと

が明らかにされている。勝楽寺周辺に残る「オデマ

チ」や「ツバキマチ」といった通称地名も、こうし

た街道に面して成立した古い町場の名残であるらし

い。

　『吉記』承安４年（1174）９月 25 日条に、記主吉

田経房は熊野参詣の往路に湯浅入道堂に宿泊してい

るが、その際に湯浅宗重は経房に菓子・雑菜を進上

している。また『頼資卿熊野詣日記』建保４年（1216）

３月 14 日条では、藤原頼資は湯浅白形堂僧坊に宿

泊していることが分かる。『後鳥羽院熊野御幸記』

建仁元年（1201）10 月９日条に湯浅宿所で泊まっ

ているが、これも勝楽寺である可能性が高い。

　このように勝楽寺は、湯浅氏によって熊野参詣道

を境内に取り込み、水陸交通・流通の結節点として

寺域に町場を形成し、そして上皇や貴族の宿所とし

て機能させていたことが明らかにされており、中世

熊野信仰の地域的な諸相を具体的に伝える遺構とし

て位置づけられ、重要である。

写真 1　阿弥陀如来坐像

写真 2　仏像
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第 4章　第 10 節：参考文献・引用文献

安藤精一編『和歌山県の文化財　第２巻』（清文堂、1981）

大河内智之「歓喜寺地蔵菩薩坐像（胎内仏）について」（『和

歌山県立博物館研究紀要』17、2011）

高橋修「湯浅荘別所勝楽寺考―地方寺院と在地領主―」（『和

歌山地方史研究』45、2003）

西川新次・山根有三監修『醍醐寺大観　第一巻』（岩波書店、

2002）

写真 4　勝楽寺庫裏 写真 3　仏像

図 1　勝楽寺位置図
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第 11 節　無量寺

　「ここは串本、向かいは大島…」と歌われている

本州最南端の町・串本に錦江山無量寺（臨済宗東福

寺虎関派）はある。

　お寺は昔、西よりに約7～800m離れた袋港にあっ

た。この辺りは二色の浦（錦の浦）と呼ばれ、神武

天皇上陸の伝説が伝わっている。上陸地点を御場の

鼻、西の出埼には、丹敷戸畔を埋葬したと伝う墓が

ある。そのような伝説からだろう東の出埼が錦江山

で、この麓に無量寺があった。宝永 4（1707）年 10

月 4 日東海・南海地震が連動して発生、巨大津波に

よって無量寺は跡形もなく流されてしまった。その

後、現在の地に再建されたが、愚海和尚の代になっ

て本堂大破、安永 5（1776）年再建を企て、11 ヶ年

の歳月を経て天明 6（1786）年 6 月に再び本堂は完

成した。『紀伊名所図会』熊野篇には「愚海和尚は、

本堂再建成就に際し、京の画人長沢芦雪を伴って帰

り、屏風、襖に大作の絵を描く。芦雪の師匠円山応

挙と愚海和尚は若かりし頃親交あり、あなたが一寺

を興す住職になったら私はあなたのお寺へ出向い

て、襖・壁に絵を描きましようと約束していた。京

画壇の画師として大御所になっていた応挙は自身の

作品と、高弟・芦雪をつかわす。芦雪は当寺に滞留、

数多く大作を遺す。時に天明 6年、芦雪 33 歳なり」

と記載されている。

　文化元（1804）年 8月 8 日、当山派・三宝院門跡

御一行（200 人）が無量寺に立ち寄り昼食の休息を

とる。三宝院門跡は御入峰（大峰奥駈）をはたし、

熊野三山を巡拝して大辺路を辿って京へ戻る途中

だった。前日は古座・善照寺に泊まり、古座組役人

が串本までを見送っている（古座町役場文書）。幕

末の文久 3（1863）年 6 月 14 日、14 代将軍家茂公

は上洛の帰り軍艦奉行・勝麟太郎率いる蒸気軍艦に

て大島港に着船し、無量寺に宿泊している。また、

文久 4（1864・元治元）年の上洛途上の正月 5日と

帰府時の 5月 18 日にも宿泊している。三宝院門跡、

将軍家茂公も円山応挙、長沢芦雪の筆になる臨場感

溢れる障壁画を鑑賞していた。

　芦雪の、南紀滞在中に関する文書記述は見つかっ

ていないが、矢ノ熊の宮大工・リヨモ（濱口利右衛門）

宅に間借りして絵の構想を練り、古座川の鶴川から

汲んだ水を運び、墨を摺ったと伝わっている。古座

川の山峡の趣は芦雪が習った中国風山水画そのもの

である。高さ100m、幅500mの巨大な岩壁の一枚岩、

カモシカだけがねぐらにしているカモシカ岩峰の岩

肌は粗々しく複雑な風化の模様を創っている。荒々

しく直線的にそびえ立つ十七ヶ嶽、2種類の異なっ

た岩質が創りあげた古座峡の趣は芦雪自身に新鮮な

驚きを与えただろう。

　14 代将軍家茂公が宿泊された上間之間は、応挙

師匠が描いた作品である。部屋に入ると仙人達が波

の上を床の間の方へ向かって歩いている「紙本墨画

波上群仙図襖」で、そのまま波頭は床の間の「紙本

墨画巌上枯松図」へと続く。その左隅に「天明丙午

初冬寫　平安　応挙」と落款があり、天明六年初冬

に描かれている。これによって、芦雪は応挙の最新

の作品を託されて南紀へ旅立ったという説が一般化

している。床の間の天袋には「紙本金色群鶴図襖」。

中心の仏間から室中之間の東側襖には龍、西側襖に

は虎を描いる。この「紙本墨画龍虎図襖」は一番の

看板襖絵である。特に、圧倒的迫力で観る人達を

魅了する猛虎図は、芦雪を代表する名画である。猛

虎図は 30 年前、イギリスで催されたロイヤル・ア

カデミー・オブ・アーツ「江戸大美術展」（1981 ～

1982）に出品された。2階建てバスの側面に大胆な

猛虎図のポスターが掲げられて、ロンドンっ子の話

題を独占したことは語り草になっている。上間二之

間の「紙本著色薔薇図襖」、下間一之間には「紙本

墨画群鶴図襖」下間二之間は「紙本墨画唐子琴棋書

画図襖」でこれら障壁画は国の重要文化財に指定さ

れている。

　これらの名画は長い間本堂でそのままの状態で使

用されていたが、明治 43 年（1910）に倉庫を建て

て大切に保存され、大正 11 年（1922）に軸物の表

装替えもおこなった。昭和 34（1959）年 12 月 25 日、

住職・湊素堂（湊葆州）老師と総代が、寺宝の絵画

を保存し公開するための宝物館の建設を発願し、串

本町内外の人々から広く寄付を募り、2年後の昭和

36（1961）年 11 月 15 日、悲願だった「応挙芦雪館」
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を竣工することが出来た。それは「日本一小さな美

術館」だった。平成 2（1990）年には校倉造りの収

蔵庫が完成して重要文化財の障壁画を展示、保管し

ている。昭和 35年（1960）8月 15日の請願書には「…

文化、観光並びに、それを伝えた人心の美しい史宝

として、各方面から注目されるに至りました…」と

記され、地域の人々によって守り伝えられたことを

誇りとしている。

第 4章　第 11 節：参考文献・引用文献

「南紀寺院の長澤蘆雪画」和歌山県立博物館

「文化元甲子七月日御用向諸事扣」旧古座町役場文書

「金谷上人行状記」平凡社

「長沢芦雪」平凡社

「ようこそ無量寺・応挙・芦雪の名作ふすま絵」無量寺　応

挙芦雪館

「串本のあゆみ」- 古代より江戸時代まで - 串本町公民館

「熊野誌」第 48 号「近世・熊野古道の一断面旅人の記録を

中心に」大西為義

「紀伊国名所図会」

「和歌山縣　串本町誌」神林書店

「紀伊続風土記」

写真 1　虎図（部分）

図 1　「日本一小さな美術館」蘆雪舘建設趣意書
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第 12 節　成就寺
　

　中世の時代、古座川を境に二家の水軍領主が古座、

西向に住み分け領有していた。左岸は高川原氏、右

岸は小山氏で、共に婚を結び姻戚関係にあった。高

川原氏は熊野へ落ち延びた平惟盛の子孫だと家系図

にあり、小山氏は鎌倉幕府から熊野の海賊を取り締

まるよう命を受け、下野国から一族を引き連れ熊野

に派遣されたのだった。太平記の乱世時、吉野内裏

にご奉公、太閤様朝鮮出兵時藤堂高虎の陣にて渡海、

大坂冬の陣にて西向に戻り浪人、南龍院様御入国の

おり大島遠見番所役人を命じられる。成就寺の在所

一帯は小山家の屋敷があった所で、小山家の隠居室

を僧侶に与え成就庵と号していたが、貞和 2（1685）

年、虎間禅師を開祖とする臨済宗・薬王山・成就寺

として成立した。

　現本堂は、安永 5（1776）年秋に再建されたもので、

天明 6（1786）年、長沢芦雪が丸山応挙の名代とし

て無量寺へ遊来した折り、同派の成就寺を訪れ多様

な障壁画を描いている。串本の無量寺、富田の草堂

寺との違いは師匠丸山応挙の絵がないことである。

　国の重要文化財に指定されている障壁画は、芦雪

らしくダイナミックで繊細な動きのある画と、応挙

師匠の名代として描かれる中国故事に因んだ画が

あって、ここでの虎図は戸板に描かれている。

　上間一之間の天袋小襖の「群雀図」は 12 匹の雀

の今一瞬の動きを写生し、動画のように姿態を変え

る雀の素早い動きと、チュン・チュンという鳴き声

まで感じることができる。襖絵は「山水図」で凪い

だ大海原の遠望を描き、上間二之間は「曹孟徳図」

で軍船の舳先で様子を伺う三国志の英雄が描かれて

いる。室中間の二之間の「唐獅子図」は寺を代表す

る襖絵で、激しく戯れる獅子や瀑布の側で寝そべっ

た獅子が描かれている。住職は描かれた大滝の瀑布

こそ那智の滝だろうと説明してくれた。芦雪は南紀

滞在中に熊野三山を参詣し、印象深い那智の滝を詳

細に写生して、京へ帰った後にも構図の違った「那

智滝図」を描いている。下間一之間は「林和靖図」

で中国の宋代の学者林和靖と童子が描かれている。

しかし、襖の傷みがひどく平成 21 年 3 月 27 日まで

寺の倉庫に保管されていたが、この日県立博物館へ

運搬され、他の襖絵と同じように収蔵庫で保管され

ることになった。下間二之間の「花鳥群狗図」と無

量寺の「紙本薔薇図襖」は共に着色画で、「花鳥群

狗図」は犬の家族の優しい仕草や古座川の岩場に咲

く赤いカワサツキとウグイスが描かれている。

　平成 11 年 5 月 13 ～ 15 日、成就寺で「長沢芦雪展」

が催され、町内外から多数の拝観者が訪れてれ芦雪

の障壁画を鑑賞した。でも「長沢芦雪展」は新たな

保管場所を県立博物館へ移すお別れ展示会を兼ねて

いた。芦雪が古座川の自然景観から受けた教示は大

きかっただろう、地域の営みであった古座鯨方の捕

鯨の様子を見物して、芦雪しか描くことのできない

捕鯨絵図を描いている。

　現在、成就寺の芦雪の障壁画は全て県立博物館の

収蔵庫に保管され、名ばかりの「芦雪寺」だと思わ

れているが、本堂の壁に描かれた一羽の鶴の飛翔図

は謎に満ちた画師芦雪の心意気を伝えている。

写真 1　花鳥群狗図 ( 部分）

写真 2　古座川のカワサツキ
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第 4章　第 12 節：参考文献・引用文献

「紀州小山家文書」常民資料叢書（編）神奈川大学日本常民

文化研究所　日本評論社

「紀伊国名所図会」

「南紀寺院の長澤蘆雪画」和歌山県立博物館

第 13 節　橋杭岩
　

　『熊野案内記』天和 2年（1682）に「古座より一

里行き、姫村、その次に海中に、岩の橋杭、いくつ

も見える。これは弘法大師、大島へ橋を渡しあるべ

きと、御つきなされ候跡なりと伝う」とある。高野

山から小辺路を越えて熊野三山に参詣し大辺路を

辿った、寺内安林の熊野への旅行手引き書の一項で

ある。

　姫から橋杭岩へと続く国道 42 号線から右に折れ

て、しりでの坂を越え、錦の袋港へと繋がる道が熊

野古道大辺路の往還道で、この分岐点に祀られてい

る「澤信坊の地蔵像」享保 12 年（1727）の光背に「右

ハわかやまみち・左ハみさきみち」と刻まれている

ことでも分かる。姫～橋杭岩～串本～御崎の間が「み

さき道」になるのだが、『紀伊続風土記』の鬮
くじ

野
の

川

村の項には「村は大辺路街道なるも、道嶮なるがゆ

へ旅人は皆橋杭岩に回りて當村を往来するもの甚だ

希なり」と記されている。しかし、鬮野川村に道険

しい個所なんかなく、道中案内記を頼りに旅をして

いる巡礼者や旅人は、橋杭岩を見物したいがために

みさき道を通行していた。

　『紀伊名所会図』に橋杭岩の風景絵図が載ってい

て「大島に神のわたし、あとなれや、うつ橋くひの、

今ものこれり」と長沢伴雄（紀州藩士・国学者）の

歌もつづられている。また「これやさは、天の橋く

ひ、海中に神世をかけて、たてりとぞきく」とも歌

われているように、古から人々は橋杭岩を熊野信仰

の基になる神宿る岩倉だと信仰していた。

　橋杭岩は今から 1400 万年前、大規模な火山活動

によって、熊野層群の泥岩の地層を突き破って地下

からマグマが突き抜いてきた岩脈で、形状から幅

20 ～ 30mの板状態の岩脈だったと推察できる。長

い年月の間、風化と浸食作用によって、現在の奇観

を形創っている。岩質は石英斑岩（鬼御影）で今も

風化は進行し、亀裂が進み、岩が剥がれ落ちたりし

ている。関連する火成岩脈の露出は古座川沿い〜重

畳山〜橋杭岩〜権現島（大島）に見られ、2010 年 5

月10日に「古座川弧状岩脈」として「日本地質100選」

に選定されている。古座川に鎮座する自然崇拝の河

内島や樹木に神が宿る祓いの宮、重畳山には海神の

滝姫神（宗像三女神）を祀る重山（かさねやま）神

社と神王寺、橋杭岩の国道沿いには姫の弘法大師堂、

その串本よりの稲荷岩には鬮野川区の稲荷神社、弁

天岩には漁師が信仰する弁財天、大島には熊野信仰

を象徴する権現島があり、新宮の権現様がこの島で

休まれたという由来が伝わっている。ここで採れた

茅の穂と、腹合わせにした二匹の鯛を新宮速玉大社

の御船祭りに奉納して祭りの一翼を担っている。こ

のような熊野の岩山を「倉」といい、神が降臨する

磐座（いわくら）だとして自然崇拝され神仏が祀ら

れている。

　天明 6年（1786）、南紀を訪れ無量寺、成就寺に

多数の障壁画を遺している長沢芦雪は、舟に乗って

橋杭岩を遊覧したのだろう、橋杭岩の中腹に佇む弘

法大師堂を海から描いた「橋杭弘法堂図」を遺して

いる。

　橋杭岩の転石は民家の石垣や、明治 13 年、橋杭

港を築くとき、浜に竹を敷いて、転岩を修羅に乗せ

て運び護岸を築くのに利用された。江戸時代から、

国道傍の稲荷神社の隣に「千金丹」という巡礼宿が

あったそうだ。現在、個人の別荘が建っていると

ころである。「天の橋杭岩」を一望出来る巡礼宿か

らの眺めは、熊野三山巡拝や西国一番札所・那智山

如意輪堂から紀三井寺を目指す巡礼者達の疲れを癒

し、又「大島へ神のわたし」があった「橋杭の跡」

の奇岩の連なりは、旅の土産話になったことだろう。

写真 1　橋杭岩と権現島
左・重畳山　右奥・中辺路（大雲取越）が通じる那智山系
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第 4章　第 13 節：参考文献・引用文献

「熊野案内記と寺内安林」松原市役所

「紀伊国名所図会」

「紀伊続風土記」

「串本町史」通史編

第 14 節　大泰寺

　那智勝浦町下和田の大泰寺は、周辺十六村からな

るかつての大田荘の中心寺院である。同荘園は東を

那智荘、北を色川郷に接している。現在、寺伝では

桓武天皇の勅願による伝教大師最澄の開山とする

が、近世後期の地誌『紀伊続風土記』によれば開基

は不詳、享禄・天文の頃（1528 ～ 55）禅僧安渓が入っ

て禅宗となり、のち新宮・崗輪寺の僧秀山が慶長年

中（1596 ～ 1616）に入山したとされる。

　境内の薬師堂安置の薬師如来坐像（重要文化財・

指定名称は阿弥陀如来坐像）は、像高 106.0㎝を計り、

平安時代後期の彫刻に特有の抑揚の穏やかな円満な

造形で、やや形式化した単調な球形に近い輪郭や、

衲衣の衣紋を整然と整えた繊細な表現などから、12

世紀後半の作風を示す。

　像内銘に「敬白 /奉造立六尺阿弥陀仏一体 /右為

過去尊霊法橋尊誉 /滅罪生善往生極楽頓證 /菩提造

像如右功徳無量 /兼為法界衆生平等利生敬白 /保元

元年歳時丙子十一月二日辰時 /敬白」とあり、本像

が法橋尊誉を願主として保元元年（1156）に制作さ

れたことが判明する。

　尊誉は『本朝世紀』仁平３年（1153）３月５日条に、

鳥羽上皇の熊野詣の功労による僧綱叙位として、「那

智　法橋尊誉三昧堂修造功」とあがる人物と一致す

る。すなわち本像の存在は、中世において、大泰寺

と那智山との間に密接な関係があったことを示して

いる。

　なお、像内銘には「奉造立六尺阿弥陀仏一体」と

あって、制作当初阿弥陀如来であったという判断か

ら、指定名称は阿弥陀如来となっている。像内の銘

文には他に阿弥陀如来の功徳を記し、これは覚禅鈔

巻第七阿弥陀下や、往生要集からの引用であること

が指摘されている。これらを見る限り、銘文が阿弥

陀如来の造立を企図していることは確実である。た

だし像の両手先の表現は、掌の平たい形状、抑揚の

ない円錐状の指など、平安時代後期の彫刻に通有の

ものであって、像種の変更がいつ、いかなる経緯で

行われたか、なお慎重に判断する必要がある。　

　本像の脇侍像として、中世においては珍しい塑造

の日光菩薩・月光菩薩立像が残される。像高 58.6㎝、

57.5㎝を数える。両像ともに頭部に髻を結い、髻、

地髪ともに毛筋を表し、下衣、袖の長い袈裟、裙を

着ける。両手は胸前で合掌する。頭体を塑土にて成

形し、像内は空洞となる。頭部が分離している月光

像で見てみると、その頭部も中空とし、内側にへら

状の痕跡があり、土色は灰色を呈している。像表面

は、布張りして堅地を作り、髪部に群青、髪際部は

緑青で彩色し、肉身部、着衣部には漆箔を施してい

る。面相部などを見ると、宋風ともいうべき異国風

が見られ、体部は体奥が厚く、軽快さに欠け、重厚

なずんぐりとした表現となる。制作時期の判断は難

しいが、一応鎌倉時代ごろと想定される。

　大泰寺薬師堂の内陣、本尊厨子の上、天井下の桟

の部分に懸仏３面が掛けられる。最も大型の薬師三

尊懸仏は、中央に薬壺を持った薬師如来、両脇侍は

日輪と月輪を持った日光・月光菩薩の三尊像で、天

写真 1　薬師如来坐像（指定名勝阿弥陀如来坐像）
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蓋や瓔珞、華瓶、鐶座・鐶、鋲など、構成部材が良

好に残されている。裏面には永享 12 年（1440）の

銘があり、制作時期が判明する。ほか２面も細部の

表現が不明であるが、基本的に薬師如来を表したも

のと想定される。やはりどちらも光背や瓔珞、華瓶

など、細かな部材まで制作当初のものが残されてい

る。制作時期は室町時代と想定される。

　これらを安置する薬師堂は、桁行三間、梁間三間

の中規模の三間堂で、入母屋造、一間向拝付、桟瓦

葺建物である。建築様式からは室町時代中期頃の建

築であり、未指定ながら紀南地域においては極めて

貴重な中世仏堂である。

　本堂内陣に安置される地蔵菩薩坐像は、像高 52.8

㎝、像内に貞和３年（1347）の銘文を有する南北朝

時代の基準作例である。大泰寺末寺、宝珠寺の元本

尊像。境内に立つ板碑は、中央に蓮台上の月輪内に

梵字ウーンを刻み、下方に永和５年（1379）銘と、

浄春の名を記す。県下では数少ない、紀年銘を有す

る中世板碑である。

　大泰寺は熊野古道のうち大辺路に接しており、か

つ仏像の像内銘を通じて、中世における那智山との

密接な関係をうかがえ、熊野信仰の拠点であった可

能性が高いものといえよう。

第 4章　第 14 節：参考文献・引用文献

坂本敏行「法橋尊誉について」（『くちくまの』85、1991）

大阪市立美術館編『祈りの道～吉野・熊野・高野の名宝～』

（毎日新聞社・NHK、2004）

和歌山県立博物館編『熊野・那智山の歴史と文化―那智大

滝と信仰のかたち―』（和歌山県立博物館、2006）

第 15 節　蓬莱山と阿須賀神社

　蓬莱山

　熊野川河口近くの右岸に突出した蓬莱山は、南北

100m、東西約 50m、標高 48m の独立山塊である。

山の北側は熊野川が山裾を洗い、クス・ホルトノキ・

シイ・ミミズバイ・シロダモ・イヌツゲなどの照葉

樹林がうっそうと繁茂する。椀を伏せたような山容

は、まさに神奈備型の霊山にふさわしい。南麓の阿

須賀神社とともに、熊野川河口の信仰景観や祭祀形

態を推考するうえで重要な聖地である。

　平成 20 年 5 月、蓬莱山頂から北方（川側）に

10mほど下った倒木の根元から、弥生時代中期から

後期・末期に至る土器片 8点が採集された。詳細は

不明であるが、蓬莱山で何らかの人的営為がなされ

ていたことをうかがわせる。蓬莱山南麓の阿須賀遺

跡からは、弥生時代から古墳時代にかけての多数の

土器片や竪穴住居跡十数基が発掘されている。古墳

時代の祭祀用の小型土器・石製模造品も発見されて

おり、蓬莱山を神体と崇める信仰の源流と発生を考

えるうえで興味深い。

　蓬莱山南麓の阿須賀神社社殿背後の裏山からは、

昭和 34 年、平安時代後期から室町時代にかけての

御正体約 200 点が出土した。その中に、中国唐代の

海獣葡萄鏡を模倣した 9世紀初頭の小さな儀鏡一面

（4.5cm）が混入していることが判明している。海獣

葡萄鏡は、海の神祭りと係わる祭祀遺物とされ、そ

の楽園の情景図像から、不老不死を希求する神仙思

想と結びつき重要視された。蓬莱山は、秦の徐福が

不老不死の霊薬を求めて渡来してきたとされる伝説

の霊山である。

　永享 2年（1420）書写の『熊野山略記』にも、「社

辺有霊亀之相、左青龍右白虎、前朱雀後玄武、四神

相応之霊地」と、新宮社を中心とした神仙思想に基

づいた四神信仰を語る。また、「有蓬莱嶋、有霊亀」

とも記す。熊野信仰の基層には、古墳時代以来の神

祇祭祀が根底にあり、その上に奈良時代から平安時

代前期に伝えられた神仙思想が重なっているのでは

なかろうか。

　蓬莱山南麓の阿須賀神社社殿背後の東西には、上

御備（西）・下御備（東）と呼ばれる石組み遺構があっ

た（『新宮本社末社図』）。その遺構の一部と思われ

る上御備の石組みは、長さ東西に 1.8m、幅約 60cm

で、御幣（オンベ）を立てて祭った遺跡、あるいは

神への神饌を奉献した大贄にちなむ名称とも解釈さ

れている（「阿須賀神社境内の祭祀遺跡」）。蓬莱山

祭祀の一端を知るうえで注目すべき遺跡であろう。

　阿須賀神社

　当社は、中世に「阿須賀大行事」と呼ばれた。た
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とえば嘉元 2年（1304）11 月 18 日の「代官三郎大

夫正信請文」には、「熊野参所権現」と「阿須賀大

行事」の御罰を蒙るとの誓約がある（『紀伊続風土

記』）。阿須賀大行事とは、新宮速玉社に祭祀の主役

を譲り、その後だてとなった神格で、速玉社に先行

する河口祭祀の古社との見方である。

　『熊野山略記』は、そのことを暗示する伝承を次

のように記す。

　飛鳥大行事は権現より以前に、盧鳥神という鳥の

羽に乗って下り、熊野へ来たために、飛鳥権現と名

づけられた。また新宮へ大潮を上らせないように、

御戸（河口）を守らせている。飛鳥大行事は、権現

より以前に熊野へ飛来し、新宮へ大潮が上らないよ

うに河口を守っているとの伝承である。

　元弘 4年（1324）の奥書をもつ『愛徳山熊野権現

縁起』でも、泊まり作りに取り組む熊野権現は、大

鰐に呑まれて受難するが、阿須賀明神らの救援をえ

て復活したと記す。このことを示唆する説話である。

　当社は、新宮速玉社より以前から熊野地の地主神

として祀られ、後に熊野権現に主座を譲って補佐神

となり、中世には「阿須賀大行事」を称したという。

　考古学的な遺物も、こうした海神祭祀の古態を明

示しているのであろう。10 月 15 日の速玉祭で、神

馬が当社の神霊（速玉神）を迎えに来て、それを乗

せて速玉社に還御する神馬渡御の神事は、その再演

ともされる。

　長寛元年（1163）の『熊野権現御垂迹縁起』では、

諸霊山を経て飛来した熊野三所権現は、新宮の南の

神蔵峯に降臨した。後に新宮の東の「阿須賀之社」

の北、対岸の石淵谷（やぶちだに）に、「結玉家津

美御子」という二宇社として勧請されたとする。熊

野川河口周辺の信仰環境がうかがえる。また、結（夫

須美）玉（速玉）家津御子の、いわゆる熊野三所権

現信仰の成立と、それに包摂されていく当社の存立

が感じられる。

　当社の祭神は、事解之男（ことさかのお）命を中

心に、熊野三所権現も祀る。事解之男命は、『日本

書紀』に登場するイザナギの唾から化生した速玉之

男、その時の掃の神とされる泉津（よもつ）事解之

男との関係でこれに比定されたのであろう。当社の

神像は、戦時中に社殿とともに焼失したようで残存

しないが、熊野三所権現の彫像を祀っていた。

　当社に奉納された蓬莱山出土の御正体には、熊野

三山の本地仏もあるが、当社の事解之男の本地仏・

大威徳明王が 91 面あまりあり、半数近くを占める。

大威徳明王は、六面六臂六足で水牛に騎乗する特異

な尊像である。悪龍・毒蛇を推伏するというその念

怒形は、権現守護とされた「大行事」の霊格にふさ

わしい。鎌倉時代の『熊野本地仏曼荼羅』には、熊

野十二所権現に次ぐ位置に、神倉の愛染明王と並置

して、大威徳明王が描出される。兵庫・湯泉神社の

『熊野本迹曼荼羅』（鎌倉時代）には、熊野十二所権

現の下段に、大威徳明王が描かれ、「阿須賀大威徳」

と墨書された短冊型が付されている。

　当社の遷宮について見ても、速玉社と同時期に社

殿の造営、神宝の奉納が行われたようである。南北

朝時代初期頃、阿須賀神社に盗賊が入り、神宝が盗

まれたという（「熊野新宮神官等申状案」）。これを

受けてか、明徳元年（1390）の遷宮に際して、天皇・

上皇・室町将軍（足利義満）および諸国の守護の支

援のもと、熊野速玉社の十二所神殿分と当社一社分

をあわせて、十三神殿分の神宝が一括奉納された。

当社の分は、速玉社の若宮と同等の扱いをうけてお

り、その神格がわかる。現在、千点を越える速玉社

と当社のこの古神宝類は、ともに国宝に指定され、

わが国の神道美術の至高の名宝と称されている。

　江戸時代には、当社は速玉社の摂社として、浅野

家や水野家から社領の寄進を受けた。近世には「飛

鳥社」と表記される。寛文 9年（1669）の『熊野山

新宮本社諸末社堂塔殿門等間数書』には、「飛鳥社

　向壱丈弐尺／奥行弐丈／向拝壱丈五寸／四方椽、

高欄付／屋袮桧皮葺、軒厚壱尺壱寸／千木勝男木

共、都而惣飾金物、」とし、三光神・瑞離・河面宮・

礼殿・御供所・荒神堂・鐘楼堂・四ッ足門・鳥居・

下馬所・牓示石の寸法を記す。延宝 8年（1680）の

『熊野山絵図添目録控』には、「飛鳥本社／稲荷社／

徐福祠／八咫烏社／拝殿／四足門／鳥居并下馬所／

御供所」とし、末社の「宮戸社并拝殿」を記す。天

保 10 年（1830）の『紀伊続風土記』は一丈二尺二

寸の飛鳥社、一丈八尺五寸の並宮、方五尺の河面宮、
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拝殿・御供所・鳥居・門・鐘楼・社僧行所をあげる。

　明治時代には速玉社から独立して村社となり、現

在は阿須賀神社として、市立歴史民俗資料館や阿須

賀会館が境内横に建ち、熊野地地域の人々の篤い信

仰と支援が行われている。

　熊野三山や速玉社と深いつながりのある当社に

は、平安時代から熊野詣の人々が多数参拝におとず

れるようになり、「阿須賀王子」とされた。本宮か

ら新宮速玉社を経て、当社に参拝後、浜王子をめざ

すのが一般的な順路であった。

　天仁 2年（1109）10 月 27 日、藤原宗忠は「阿須

賀王子」に参り奉幣している（『中右記』）。平維盛

も「明日（香）の社」を伏し拝んだという（『平家

物語』）。後鳥羽院後宮の修明門院の熊野詣記録であ

る『修明門院熊野御幸記』によると、承元 4年（1210）

5 月 4 日、阿須賀王子に参り、奉幣ののち、神職の

袮宜が衣冠姿で祝詞を述べ、官人が禄を支給し、袮

宜が御正体を懸け、経供養と神楽が奉納されたと記

す。足利義満の側室・北野殿の参詣に、先達をつと

めた往心院の実意の日記では、応永 34 年（1427）

10 月 1 日、「あすかの社」で神楽を奉納し、小袖を

神子に支給したことが見える（『熊野詣日記』）。文

安元年（1444）5 月 22 日の『康富記』は、『熊野阿

須賀皇子宮』と表記する。熊野権現の御子神の意味

であろう。

　アスカの表記は様々であるが、中世には当社が王

子社として崇拝され、貴顕による奉幣や御正体奉懸、

経供養、神楽の奉納など、多彩な参拝儀礼が行われ

たことがわかる。

　近世には、速玉社参拝後、神倉山や当社と近くの

徐福の墓を巡る旅人も多かった。しかし、新宮町な

かの熊野街道ルートが、現行の国道 42 号に沿って

南下し、南谷から広角に上がり、高野坂から三輪崎

に抜ける順路に変更されたこともあり、当社から浜

王子を経て高野坂に至る旅人は少なくなったようで

ある。
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　本書においては、これまでに国史跡指定が行われ

ず保存措置が講じられていないか、あるいは限定的

な保存措置しか講じられていない熊野参詣道と道沿

いの王子社及び関連文化財について、その史跡とし

ての価値を明確にすることを目的として、文献史、

美術史、建築史、考古学、歴史地理等の観点から行っ

た調査成果を報告した。

　第 2章においては、熊野参詣道の歴史的推移を把

握するため、神道史、美術史、中世史の立場から、

熊野信仰や熊野詣、参詣道、王子社について検討し

た。熊野における神祀りの場の成立、そして熊野三

山の成立については、各論考間で重なりがあったり、

一部歴史認識が相違する部分もあるが、複雑で重層

的な熊野信仰の成立史をさまざまな視点で提示する

ことを優先し、あえて見解の統一を図っていない。

　熊野参詣は、時期によってその主体や規模、ルー

トも含めて変化があった。最も隆盛した院政期にお

けるメインルートである紀伊路（及び中辺路）に設

定された多数の王子社は、記録ごとに増減があり、

また先達となる修験者の流儀に応じて参拝する王子

社が変化しており、中世後期になるとルート自体の

拘束性もゆるんで支道の出現や大辺路、小辺路も利

用される（第３節）。

　章を違えるが、第 3章第 4節では熊野参詣が下火

となった近世においては、かつての役割を失って衰

退した王子社もあるが、藩による保護を受けた有力

な王子社、氏神・産土社として地域の精神的な紐帯

として維持された王子社もあり、またかつての熊野

参詣の名所化や、『紀伊続風土記』や『紀伊国名所

図会』など地誌の編纂などを契機として王子社記憶

の復活がなされたことが示されている。中世の記憶

の痕跡は、このようにして今日に遺されてきた。

　第 3章においては、熊野参詣道のうち、紀伊路の

一部、中辺路の一部、大辺路の一部、及び海からの

参詣道を把握する上で、29 カ所の王子社の歴史地

理学的調査の成果（第２節）と、社殿の建築学的調

査の成果（第３節）、近世の記録類から王子社がど

のように継承され、変化したのかについての分析（第

4節・既述）を提示した。

　第 2節で調査対象とした王子社は、紀伊路では藤

白・所坂・市坪・逆川・久米崎・河ノ瀬・高家・善

童子・愛徳山・塩屋・津井・切目・岩代・千里・三

鍋・芳養の各王子、中辺路では八上・稲葉根・市ノ

瀬・浜・佐野・多富気の各王子、大辺路では周参見

王子、海からのルートでは日高郡比井から塩屋王子

にいたる間の若一・志賀・小中・小池の各王子と松

原王子である。それぞれ中世～現代の歴史的変遷を

含めて検討し、結果、社地が中世から移動していな

い王子社は藤白・所坂・市坪・逆川・河ノ瀬・愛徳

山・塩屋・岩代・千里・三鍋（南部）・芳養・八上・

稲葉根・市ノ瀬で、また往時の景観を良好に遺すも

のが藤白・所坂・市坪・逆川・高家・塩屋・切目岩

代・千里・芳養・八上・稲葉根であることなどを確

認した。熊野詣の痕跡を環境を含めて今日に残すこ

うした王子社と、それらによって復元できる参詣道

については特に、史跡として今後の保存措置を講じ

るにふさわしいものと判断される。

　海からの参詣道については、縁起を除く参詣記等

の文献では実態を把握しにくく、なお今後の研究の

進展を待つ必要がある。

　第 3節で調査対象とした王子社社殿の遺構は、山

路王子神社に合祀されている一壺（市坪）王子本殿、

大神社に合祀されている芳養王子本殿、近露王子社

伝来の宮殿、日神社（旧若一王子社）社殿、周参見

王子社の本殿と、絵画資料より検討できる八上王子、

湯峯王子であり、既報告のものが 12 カ所となる。

王子社の歴史的展開を把握する上で、重要な参考資

料となるものである。

　第 4章では、熊野参詣道沿いに位置して、直接的

に、また間接的に熊野信仰と歴史的な接点を有した

寺社や所蔵資料、記念物、またトピックスについて、

歓喜寺・日前宮・伊太祁曽神社・満願寺・藤白神社・

地蔵峯寺・阿弥陀寺・紀伊路の藤白峠・紀伊路の民

間地蔵信仰・勝楽寺・無量寺・成就寺・橋杭岩・大
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泰寺・阿須賀神社と蓬莱山の各節を設定して報告した。

　紀伊路では、和歌山市域においては熊野への参詣

者への接待所として特筆される歓喜寺、高位の参詣

者に限られるが奉幣ないし参詣した日前宮・伊太祁

曽神社・満願寺を取り上げた。海南市域では、熊野

一の鳥居ともよばれ、五体王子の一つで特に重要な

王子社である藤白王子から地蔵峯寺にいたる藤白峠

一帯の重要性を、藤白神社・地蔵峯寺・紀伊路の藤

白峠として取り上げ、橘本王子跡が境内に位置する

阿弥陀寺の中世資料を紹介した。参詣者の道中安全

を祈る尊格としての地蔵についてもトピックス的に

取り上げている。武士団湯浅党の根拠に立地し、熊

野参詣道を境内に取り込んで町場を形成し、高位の

参詣者の宿舎ともなった勝楽寺についても、熊野信

仰の一面を示す史跡として位置づけている。

　近世、大海をそばに望む大辺路は、文人墨客の道

として、文人や画家、学者の往来があった。円山応挙・

長沢芦雪の作例が残される草堂寺・成就寺・無量寺

のうち、富田坂の入り口に位置する草堂寺について

はすでに史跡（及び世界遺産）となっている。無量寺・

成就寺・橋杭岩は熊野信仰との直接のつながりは薄

いが、道沿い、あるいは道中の拠点となる街場にあっ

て、往来する参詣者との接点を有していた。古刹大

泰寺には、那智山僧によって発願され造像された平

安時代後期の仏像が残る。

  新宮市内の阿須賀神社と蓬莱山は、史跡（及び世

界遺産）となっている神倉神社とゴトビキ岩と同様、

新宮・熊野速玉大社と密接につながる神社であり、

阿須賀王子ともよばれ、熊野の縁起においても登場

する熊野信仰の重要拠点の一つである。

　それぞれの寺社は、複雑で多様な歴史的展開をと

げている。熊野信仰もそうした多様な歴史の一要素

であり、その関わり方はさまざまであり、今回の調

査では参詣道沿いにおける熊野信仰からの影響のあ

り方を広く捉えている。その中において、藤白神社

から地蔵峯寺にいたる藤白峠の一帯や阿須賀神社と

蓬莱山などは、特に中世以来の熊野信仰の痕跡を濃

厚に今日に伝えているものであり、史跡として今後

の保存措置を講じるにふさわしい、重要な遺構であ

る。
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